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２０２１年度 重点目標・事業計画       所属名  短 期 大 学   

重 点 目 標 中期計画を踏まえた魅力ある教育活動の展開 

説   明 

地域に根ざした短期高等教育機関としての使命を全うすべく、各機関との地域連

携活動を更に強化する。５か年の中期計画（2020～2024 年度）の２年目の実施計

画に沿って、「食と健康」「教育と児童福祉」の専門職養成の更なる充実に向け、魅

力ある教育活動の展開に努める。 

 

事 業 計 画 １．戦略的学生募集活動の充実 

１ 

事 業 名 高大連携事業の推進と中学生への戦略的広報活動 

目的・概要 

 

 

系列高校・連携高校との高大連携事業を充実させるともに、中学生への戦略的広報

活動を継続的に展開する。 

主な数値目標：「高大連携事業」８回／年、「中学生対象説明会」１回／年 

予算措置：学生募集関係予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

２ 

事 業 名 専攻科保育専攻の募集にかかわる県外短期大学との連携（継続） 

目的・概要 

 

 

専攻攻科保育専攻の募集活動として、県外短期大学との連携を検討する。 

主な数値目標：「県外短期大学との情報交換」２校、「専攻科への学外からの入学者

率」４％ 

予算措置：学生募集関係予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

３ 

事 業 名 選抜方法の見直し・改善 

目的・概要 

 

 

「高大接続改革」に基づき、選抜方法の見直しを行うとともに、留学生や社会人等、

より多様な志願者に対応できるよう選抜方法の改善を行う。 

主な数値目標：「選抜方法の見直しの拡大教授会への提案」４月 

予算措置：学生募集関係予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

 

事 業 計 画 ２．教育の質の向上を目指した取組の継続 

１ 

事 業 名 PROPERTIES の継続 

目的・概要 

 

 

AP 採択事業「卒業時の質保証の取組の強化（PROPERTIES）」を継続し、３つのポリ

シーを軸とした教育活動を充実させる。 

主な数値目標：「学修支援システム利用率」100％、「外部試験受験率」100％、「学

修成果レーダーチャート活用率」100％、「学外助言評価委員会の開催」２回／年。 

予算措置：AP 関連予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

２ 

事 業 名 FD 活動のさらなる充実と学生の主体的な学びの促進 

目的・概要 

 

 

FD 活動を通して授業方法の改善を継続する。学生の主体的な学びの促進として、

アクティブ・ラーニング型要素を含む開講科目の増加を目指す。 

主な数値目標：「FD 研修」３回／年、「アクティブ・ラーニング型要素を含む開講科

目」80％ 

予算措置：FD 活動関連予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

（ 様式 ） 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 
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３ 

事 業 名 デジタル化への対応 

目的・概要 

 

 

デジタル化推進の流れを受け、教員ポータルサイト、学生ポータルサイトを整備す

る。 

主な数値目標：「教員ポータルサイト・学生ポータルサイトの利用開始」９月 

予算措置：基幹システム維持関連予算、ホームページ維持関連予算   

実施予定時期・担当：添付資料参照 

 

事 業 計 画 ３．学修・生活環境の整備 

１ 

事 業 名 学生の心身の健康に係る支援体制の強化 

目的・概要 

 

 

学生相談室と協働し入学時スクリーニング調査（UPI：University Personality 

Inventory）の活用の体制を継続する。全学一斉（食物栄養科・保育科・専攻科保

育専攻）の防災訓練を実施するとともに、安否確認の方法を確実なものとする。 

主な数値目標：「入学時スクリーニング調査（UPI）」１回／年、「全学一斉防災訓練」

１回／年 

予算措置：学生支援関係予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

２ 

事 業 名 多様な学生への支援体制の整備 

目的・概要 

 

 

多様な学生それぞれのニーズに合った支援体制を整備する。具体的には、国際交流

センターと協働し、外国人留学生の学修生活サポート体制を確立する。また、「高

等教育の修学支援制度」を円滑に運用できる体制を整える。 

主な数値目標：「本学に受け入れる留学生数」２名、「『高等教育の修学支援制度』

対象者への減免の実施」2回／年 

予算措置：学生支援関係予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

３ 

事 業 名 学生の主体的活動の支援の継続 

目的・概要 

 

 

SA（スチューデント・アシスタント）制度を広げ、個別の学修相談等に対応するピ

ア・サポート制度を確立し、学友会を中心とした課外活動の振興を継続的に図る。

主な数値目標：「SA 研修会」２回／年  

予算措置：学生支援関係予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

 

事 業 計 画 ４．地域と連携した就職・キャリア支援体制の充実 

１ 

事 業 名 就職支援における地域との連携の強化の継続 

目的・概要 

 

 

卒業生および卒業生の就職先等の組織と就職支援活動において連携可能な体制を

構想する。 

主な数値目標：「就職先訪問制度の拡大教授会への提案」７月、「就職先訪問」30 回

／年 

予算措置：就職キャリア支援関連予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

  

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 
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２ 

事 業 名 卒業生へのキャリア支援体制の整備の継続 

目的・概要 

 

 

早期離職防止や転職支援等、卒業生へのキャリア支援体制を整備する。 

主な数値目標：「卒業生離職調査の実施」1回／年、「卒業生キャリア支援窓口設置

の提案」11 月 

予算措置：就職キャリア支援関連予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

３ 

事 業 名 進学・編入学支援の継続 

目的・概要 

 

 

学生の自己実現につながる就職キャリア支援の一環として、進学・編入学を希望す

る学生への支援を実施する。 

主な数値目標：「進学希望者の進学・編入学」100％ 「保護者向け進路説明会開催」

１回／年 

予算措置：就職キャリア支援関連予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

 

事 業 計 画 ５．地域課題解決に向けた取組 

１ 

事 業 名 自治体、企業等との連携協定に基づく事業・研究推進 

目的・概要 

 

 

山梨県、甲府市、西桂町、山梨県社会福祉協議会、キープ協会、山梨中央銀行等と

締結した協定をもとに、連携事業を積極的に進めていく。 

主な数値目標：「各種連携事業」６事業／年 「共同研究事業」１件／年 

予算措置：地域連携事業予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

２ 

事 業 名 地域住民に向けた学びの機会のさらなる提供 

目的・概要 

 

 

地域住民に向けた学びの機会となる公開講座等の拡充を図る。履修証明プログラム

を継続的に実施する。ホームカミングデイ事業を卒業生の学び直しの機会として提

供する。 

主な数値目標：「地域住民に向けた公開講座の新設」８講座／年、「履修証明プログ

ラム」２プログラム／年を開講、「ホームカミングデイ事業」１回／年 

予算措置：地域連携事業予算  実施予定時期・担当：添付資料参照 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 

数値目標、 
予算等を含む 
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添付資料 

 

２０２１年度 事業実施予定時期・担当         （ 短期大学 ） 

 

 

１．戦略的学生募集活動の充実 

実施予定時期・担当 
担当 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

「高大連携事業」８回／年 高大連携委員会     〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

「中学生対象説明会」１回／年 入試委員会       〇      

「県外短期大学との情報交換」２校 入試委員会  〇  〇  〇  〇 〇    

「専攻科への学外からの入学者率」４％ 入試委員会           〇  

「選抜方法の見直しの拡大教授会への提案」 入試委員会 〇            

２．教育の質の向上を目指した取組の継続 

実施予定時期・担当 
担当 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

「学修支援システム利用率」100％ ＰＲＯＰＥＲＴＩＥＳ 〇            

「 外 部 試 験 受 験 率 」 10 0％ 食物栄養科・保育科        〇    〇  

「学修成果レーダーチャート活用率」100％ 食物栄養科・保育科             〇 

「学外助言評価委員会の開催」２回／年 学外助言評価委員会      〇       〇 

「 F D 研 修 」 ３ 回 ／ 年 ＦＤ委員会      〇   〇  〇  

「アクティブ・ラーニング型要素を含む開講科目」80％ カリキュラム委員会            〇  

「教員ポータルサイト・学生ポータルサイトの利用開始」 事務局教務担当      〇       

３．学修・生活環境の整備 

実施予定時期・担当 
担当 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

「入学時スクリーニング調査（UPI）」１回／年 学生総合支援委員会   〇           

「全学一斉防災訓練」１回／年 学生総合支援委員会    〇          

「本学に受け入れる留学生数」２名 入試委員会  〇           

「『高等教育の修学支援制度』対象者への減免の実施」２回／年 事務局学生担当    〇   〇      

「SA 研修会」２回／年 学生総合支援委員会   〇    〇       
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４．地域と連携した就職・キャリア支援体制の充実 

実施予定時期・担当 
担当 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

「就職先訪問制度の拡大教授会への提案」  就職キャリア支援委員会    〇         

「就職先訪問」30 回／年 就職キャリア支援委員会   〇 〇 〇 〇 〇 〇     

「卒業生離職調査の実施」1 回／年 就職キャリア支援委員会       〇      

「卒業生キャリア支援窓口設置の提案」 就職キャリア支援委員会        〇     

「進学希望者の進学・編入学」100％ 就職キャリア支援委員会           〇  

「保護者向け進路説明会開催」１回／年 就職キャリア支援委員会       〇      

５．地域課題解決に向けた取組 

実施予定時期・担当 
担当 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

「各種連携事業」６事業／年  地域連携研究センター 〇 〇 〇 〇 〇    〇    

「共同研究事業」１件／年 地域連携研究センター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

「地域住民に向けた公開講座の新設」８講座／年 地域連携研究センター   〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇   

「履修証明プログラム」２プログラム／年を開講 地域連携研究センター 〇      〇      

「ホームカミングデイ事業」１回／年 地域連携研究センター       〇      


